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平成２５年第３回永平寺町議会定例会議事日程

（１日目）

平成２５年２月２６日（火）

午前１０時００分 開 議

１ 議事日程

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 会期の決定

（町長招集あいさつ）

第 ３ 議案第 ３号 平成２４年度永平寺町一般会計補正予算について

第 ４ 議案第 ４号 平成２４年度永平寺町国民健康保険事業特別会計補正予

算について

第 ５ 議案第 ５号 平成２４年度永平寺町介護保険特別会計補正予算につい

て

第 ６ 議案第 ６号 平成２４年度永平寺町下水道事業特別会計補正予算につ

いて

第 ７ 議案第 ７号 平成２４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補正予

算について

第 ８ 議案第 ８号 平成２５年度永平寺町一般会計予算について

第 ９ 議案第 ９号 平成２５年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算に

ついて

第１０ 議案第１０号 平成２５年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて

第１１ 議案第１１号 平成２５年度永平寺町介護保険特別会計予算について

第１２ 議案第１２号 平成２５年度永平寺町下水道事業特別会計予算について

第１３ 議案第１３号 平成２５年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算に

ついて

第１４ 議案第１４号 平成２５年度永平寺町上水道事業会計予算について

第１５ 議案第１５号 永平寺町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定につ

いて

第１６ 議案第１６号 永平寺町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及

び運営に関する基準等を定める条例の制定について
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第１７ 議案第１７号 永平寺町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

等を定める条例の制定について

第１８ 議案第１８号 永平寺町道路の構造の技術的基準等に関する条例の制定

について

第１９ 議案第１９号 永平寺町都市公園の設置基準等を定める条例の制定につ

いて

第２０ 議案第２０号 指定管理者の指定について

第２１ 議案第２１号 福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更について

第２２ 請願第 １号 「日本軍『慰安婦』問題の１日も早い法的解決、謝罪と

補償を求める意見書」提出に関する請願書について

第２３ 陳情第 １号 ＴＰＰ交渉参加への断固阻止に関する要請

２ 会議に付した事件

議事日程のとおり

３ 出席議員（１７名）

１番 小 畑 傳 君

２番 滝 波 登喜男 君

３番 金 元 直 栄 君

４番 齋 藤 則 男 君

５番 長 岡 千惠子 君

６番 原 田 武 紀 君

７番 川 治 孝 行 君

８番 川 崎 直 文 君

９番 多 田 憲 治 君

１０番 上 坂 久 則 君

１１番 長谷川 治 人 君

１３番 松 川 正 樹 君

１４番 渡 邊 善 春 君

１５番 河 合 永 充 君



－3－

１６番 上 田 誠 君

１７番 酒 井 要 君

１８番 伊 藤 博 夫 君

４ 欠席議員（０名）

５ 永平寺町議会に説明のため出席したものの職、氏名

町 長 松 本 文 雄 君

副 町 長 田 中 博 次 君

消 防 長 中 村 勘太郎 君

代 表 監 査 委 員 小 山 和 男 君

総 務 課 長 布 目 洋 一 君

企 画 財 政 課 長 小 林 良 一 君

監 理 課 長 南 部 顕 浩 君

建 設 課 長 山 下 誠 君

農 林 課 長 河 合 淳 一 君

永 平 寺 支 所 長 酒 井 暢 孝 君

上 志 比 支 所 長 清 水 満 君

福 祉 保 健 課 長 長谷川 斉 男 君

住 民 生 活 課 長 市 岡 栄 二 君

環 境 課 参 事 山 口 真 君

会 計 課 長 加 藤 茂 森 君

子 育 て 支 援 課 長 伊 藤 悦 子 君

税 務 課 長 山 田 和 郎 君

商 工 観 光 課 長 酒 井 圭 治 君

学 校 教 育 課 長 末 永 正 見 君

生 涯 学 習 課 長 長谷川 伸 君

町 立 図 書 館 長 中 村 耕 夫 君

上 水 道 課 長 山 本 清 美 君

下 水 道 課 長 酒 井 篤 男 君

健康福祉施設整備室長 山 田 幸 稔 君
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６ 会議のために出席した職員

議 会 事 務 局 長 南 部 辰 夫 君

書 記 山 田 孝 明 君
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

（午前１０時００分 開会）

～開 会 宣 告～

○議長（伊藤博夫君） 開会に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。

去る２月２１日、町長より平成２５年第３回永平寺町議会定例会の招集告示が

なされ、早速ご案内を申し上げましたところ、各議員におかれましてはご参集い

ただきまして、またご健勝にて一堂に会しまして、ここに本議会が開会できます

こと、心より厚くお礼を申し上げます。

さて、合併してはや８年を迎えまして、まことに喜ばしい限りであります。今

後の行政におかれましては、永平寺町としての一体感の醸成がより一層図られま

すよう、また町民の皆様方の幸せのため、より一層のご努力をお願いするもので

ございます。

議会といたしましても議会活動を広く町民の皆様方に知っていただくと同時

に、皆様方のご意見を的確に把握し、議会は住民のものと認識していただけるよ

う、今後も議会改革に取り組みたいと考えております。

私ども議会は、開かれた議会、行動する議会、提案する議会で協議し、希望と

誇りの持てる魅力ある永平寺町を築くために、議会の果たす役割や責任について

十分認識し進化して、さらなる努力をしてまいる所存でございます。どうか皆様

方の深いご理解と温かいご支援を賜りますようお願い申し上げまして、ご挨拶と

させていただきます。

なお、本日の会議事件の説明者として、町長、副町長、教育長、消防長並びに

各課長の出席を求めております。

次に、例月出納検査の結果が監査委員より提出されております。この写しを皆

様のお手元に配付してありますので、ご報告にかえさせていただきます。

本日の議事日程は、会議規則第２１条の規定に基づき、皆様のお手元に配付し

てありますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

ただいまの出席議員は１７名で定足数に達しております。

これより平成２５年第３回永平寺町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

～日程第１ 会議録署名議員の指名～

○議長（伊藤博夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、１６番、上田君、１７
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番、酒井君を指名いたします。

～日程第２ 会期の決定について～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りいたします。

本定例会の会期は、本日、２月２６日より３月１９日までの２２日間としたい

と思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） よって、本定例会の会期は、本日、２月２６日より３月１９

日までの２２日間と決定いたしました。

次に、町長より本定例会に提出されました議案について提案理由の説明を受け

ます。

松本町長。

○町長（松本文雄君） 平成２５年第３回永平寺町議会定例会の開会に当たり、町政

運営の所信の一端を申し上げますとともに、町政の課題、今回ご提案いたします

議案等の概要をご説明いたします。

第３回定例会のご案内をいたしましたところ、議員各位におかれましては、ご

多忙の中ご参集いただき、厚くお礼申し上げます。

ことしの冬は例年になく雪が少ないと安心しておりましたが、雪の降る日が続

いており、３月を間近に控え春の足音が聞こえ始めたきょうこのごろであります

が、まだ寒い日が続いております。議員各位におかれましては、ご壮健でご活躍

のことと心からお喜びを申し上げます。

さて、昨年１２月に行われた衆議院選挙での政権交代を経て発足した第２次安

倍内閣による予算編成が本格化しております。政府は、１月１１日に日本経済再

生に向けた緊急経済対策を閣議決定し、その政策を実行するための総額１３兆１，

０５４億円の補正予算が衆議院で可決され、現在、参議院での審議が進められて

おります。

緊急経済対策では、大胆な金融政策、機動的な税制改革、民間投資を喚起する

成長戦略という３本の矢で円高、デフレから脱却し、雇用や所得の拡大を目指す

としております。具体的な施策として掲げた重点分野は、復興・防災対策、民間

投資の喚起や中小企業対策、暮らしの安心や地域活性化の３つであり、復興・防

災では、震災からの復興を加速させ事前防災と減災を進め、昨年１２月に中央自

動車道で発生したトンネル事故を踏まえ、老朽化したトンネル、橋梁や河川、道
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路などの総点検と補修などが盛り込まれております。また、住宅、学校等の耐震

改修や中小企業、農林業対策、省エネと再生エネルギーの促進、地域活性化など

に積極的に取り組むこととしております。

本町におきましても、今回の緊急経済対策で特別に措置された地域の元気臨時

交付金を活用した事業に取り組むこととしております。

国の新年度予算案は、政権交代の影響で編成作業がおくれておりますが、去る

１月２９日、一般会計総額を９２兆６，１００億円とすることが閣議決定され、

近く国会提出されることとなっております。

前政権が始めた農家に対する戸別所得補償制度は大幅な変更はなく、「経営所

得安定対策」に名称が変わり、地方への一括交付金は廃止が決まり、各省庁が所

管する交付金などに移行することとなっておりますが、地方の主体的、積極的な

取り組みを支えるための十分な地方財源を確保するよう強く願っているところで

あります。

また、地方公務員給与の取り扱いについて、国と地方が一丸となって行政改革

を進められる姿勢を示すため、国家公務員の給与減額措置に準じた措置を講ずる

よう強く求められております。地方においては、これまで職員の定数削減など国

以上に改革に取り組んできており、人件費削減を前提とした地方交付税の減額は

ぜひとも避けていただきたいと考えております。

それでは初めに、町政推進の基本的な考え方や現在の重要課題、取り組み等に

ついて申し上げます。

永平寺町は、合併いたしまして８年目を迎えました。これまで、どの地域もよ

くなり質の高いサービスを受けていただくことができるよう、また３つの地域の

特色を生かした均衡ある発展と全ての町民が幸せを実感できるまちづくりに取り

組んでまいりました。

中部縦貫自動車道の整備を初めとする道路網の整備、町の基幹産業である農業

の振興と商工業の活性化に全力で取り組んできたところであります。

また、特に地域の宝である子どもたちが健やかに成長することができるよう、

個性と能力を伸ばす教育力の向上と教育環境の整備、若い世代が安心して産み育

てることができる子育て家庭や未来の子ども応援の充実、高齢者や障がいを持つ

方々が元気で活躍できるよう地域が主体となり取り組む元気づくりへの支援、誘

客を目指した観光振興、地域防災無線整備と自主防災組織による消防防災力の強

化、定住の促進、地域の独自性のある環境政策を推進してきたところであります。
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新年度におきましては、さらにこれらの施策を充実させ、住みやすさを実感で

きる、暮らしの質を高める幸福度の高い本町の魅力を増すためのさまざまな事業

に取り組むこととしております。

それでは、これら主要政策のテーマごとに主な取り組みを申し上げたいと思い

ます。

まず、道路網の整備について申し上げます。

中部縦貫自動車道の建設は、真に必要な道路として、福井県にとっても永平寺

にとりましても最も重要なプロジェクトであります。長野県松本市と福井市を結

ぶ約１６０キロメートルの高規格幹線道路で、中央自動車道、東海北陸自動車道、

北陸自動車道を相互に連絡して広域交通の円滑化を図ることを目的に整備が進め

られております。特に福井県内の永平寺大野道路は、大野市と福井市をつなぐ２

６．４キロメートルの自動車専用道路であり、災害時における安定した交通の確

保、文化、歴史、地域資源を生かした観光の振興、地域の活性化、高度医療施設

へのアクセス向上が図られることとなります。

これまで非常に長い年月を費やして、国、県、町とが一体となって地権者の皆

様との協議を重ねてまいりましたが、このたび、事業用用地につきまして誠心誠

意交渉を行い、轟地区に関する地権者のご理解を得ることができ、全線開通に向

けた建設促進が大きく前進することとなりました。改めて地権者の皆様方のご理

解とご協力に心から感謝を申し上げます。平成２８年度開通に向けて全力で取り

組んでまいります。

県道栃神谷鳴鹿森田線の上志比牧福島地区から永平寺谷口地区までの５．４キ

ロメートルは、生活道路を確保するための機能補償道路として整備を進めてまい

りました。３町村が合併する前からの重要課題であり、特に上志比地区の皆さん

にとっては、人口減少への歯どめと福井市への通勤時間の短縮、交通渋滞緩和、

地域間連携の強化など、さまざまな面からも待ち望まれていた事業でありました。

今、最終的な工事が進められておりますが、新年度の早い時期に完成、開通を目

指しているところであります。

道の駅整備事業について申し上げます。

道路利用者への休憩サービスの提供、観光案内や特産品販売の拠点として個性

豊かなにぎわいを創出する道の駅整備事業が県において採択され、昨日発表され

ました。計画づくりなど、県とともに整備を進めたいと考えております。

次に、農業の振興と商工業の活性化について申し上げます。
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農業基盤を確立し、農業振興と優良な農地の保全のため農業振興地域を指定し

ておりますが、その整備計画は合併以前に策定されたもので、新年度においてこ

れを統合したいと考えております。基礎調査に基づいた今後１０年間の農地の保

全と高度利用、都市計画マスタープランとの整合性を図るなど、地域指定の見直

しを行い、新たな農業振興地域整備計画を策定いたします。

農業者が高齢化などにより離農または経営転換し、地域の中心経営体への農地

集積を加速させるため、農地集積協力金を交付することとしております。

また、食育と地産地消を推進し、町の振興作物をさらに普及させるため、料理

コンテストを開催いたします。優秀な作品は学校給食などに取り入れるほか、町

内外に広めていきたいと考えております。

本町の魅力やブランド力を向上させ、全国に向けて商工業製品の販路を拡大す

るために、商工会が実施する東京ビジネス・サミット出展事業を支援いたします。

これは、魅力ある商品の発掘、セミナーの開催、商談会への出展、取引開始調整

などに係る経費の一部を助成するものであります。

また、町内の商業者が商業の活性化を図ることを目的に、みずからの工夫やア

イデアをもとに集客や消費拡大につながるイベント開催に対して、その経費の一

部を支援することとしております。

個性と能力を伸ばす教育力の向上政策について申し上げます。

町の将来を担う子どもたちが安全な環境で学び、たくましく成長することがで

きるよう、小中学校の耐震化に取り組んでまいりました。これまで８つの小中学

校で１９棟の校舎、体育館の補強工事を実施してきましたが、本年度１月補正予

算で４つの小中学校で４棟の校舎等の耐震補強工事事業費を予算計上し、新年度

に繰り越して実施することとしております。町内の小中学校で耐震補強工事を必

要とする校舎等は全部で２３棟ありましたが、平成２５年度で耐震化が全て完了

することになります。

本年度から中学校の体育の授業で武道が必須科目となり、本町の３校では柔道

に取り組んでおります。松岡中学校には武道場がなく、体育館にマットを敷いて

授業を行っている状況にあります。一方で、部活動では男女の剣道部もあり、今

の体育館では十分なスポーツ活動に支障を来しております。また、平成３０年に

開催される２巡目の福井国体では、少年女子のバスケットボール競技会場として

決定されております。昨年１０月に実施された中央競技団体による正規視察にお

いては練習会場について配慮を求められており、財政支援、建設の時期等も十分
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考慮した結果、新年度において松岡中学校第２体育館（武道場）建設のための測

量、地質調査、実施設計を行うことといたしました。

永平寺中学校では、老朽化したプールを解体し、松岡小学校においては、体育

館の新築に伴い、建築基準法の規定により一部改築が必要となったため、受電設

備の入れかえと窓ガラスの取りかえ工事を行い、上志比小学校では、トイレ改修

のための実施設計を行います。

子どもたちの豊かな人間性と社会性、健全で丈夫な身体を育むため、学校給食

の持つ役割は非常に大きいものがあります。新年度から、若い世代の教育に係る

負担を軽減するため学校給食無償化事業に取り組むことといたしました。県内の

市町では初めての取り組みとなりますが、教育の面からも、子育て支援、定住の

促進にもつながるものと期待しているところであります。

町内７つの小学校では、文化、芸術、スポーツなど、さまざまな活動を通して

交流を深めておりますが、さらに学校間の交流を活発にするとともに、集団活動

の重要性を認識し、児童数の多寡を超えた活動とするため、新たにみんなの学校

さわやか交流事業に取り組みます。

次に、子育て家庭や未来の子ども応援の充実について申し上げます。

本町の子育て支援の取り組みは県内でも注目されており、特に、県内で一番安

い保育料、中学校３年生までの医療費の無料化、またインフルエンザを初めとす

る各種ワクチン接種の無料化、子育て応援の日の設定など、他の市町に先駆けて

取り組んでまいりました。子育て支援が効果を上げるには、景気や政治情勢に左

右されない息の長い取り組みが必要であります。少子化が進む中にあって、いか

に若年層を減らさずに町の活力として育てるかを考えながら、これまで以上に子

育てしやすい環境の整備に取り組んでまいりたいと考えております。

新年度には、全ての幼児園に緊急地震速報装置と災害時に持ち運べるポータブ

ルテレビを整備いたします。また、屋上やトイレなど整備が必要な園舎につきま

しては、計画的に改修工事を行ってまいります。

次に、地域が主体となり取り組む元気づくりへの支援について申し上げます。

高齢者が元気で安心して日常生活を送ることができるようさまざまな事業を展

開しておりますが、全ての町民がともに支え合い、助け合うという意識を醸成し、

その仕組みやネットワーク、行政、事業者、町民の役割や取り組みについて定め

る地域福祉計画を策定いたします。

また、身体に障がいを持つ児童や知的障がいがある児童が、その障がいを除去、
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軽減するために必要な手術や治療を支援する自立支援育成医療給付事業を実施い

たします。これまで、低体重児、未熟児の届け出、指導等については都道府県の

事務として進められてきましたが、法律の改正により市町村に移譲されることと

なり、養育のための入院治療を必要とする１歳に満たない未熟児の医療費の給付

を町が実施いたします。

また、建設を進めている健康福祉施設永平寺温泉「禅の里」の開業に当たり、

現在、社会福祉協議会へ委託している永寿苑の送迎バスを拡充することとしてお

ります。運営事業者のバスの送迎にあわせ、永平寺、松岡両地区からの利用者の

利便が図られるものと考えております。この健康福祉施設の整備につきましては、

新たな契約を締結し施設の建設工事を進めておりますが、開業を待ち望んでいる

町民の皆様のために一日も早い完成に向けて力を尽くしてまいります。

ひとり暮らしや高齢者のみの世帯の安否確認と栄養バランスのとれた食事を提

供するため配食サービス事業を実施しておりますが、永平寺地区、松岡地区の実

施回数を週２回に拡充いたします。今後もバランスのとれた配食サービスの実施

に努めてまいります。

誘客を目指した観光の振興について申し上げます。

大本山永平寺を初め、吉峰寺、松岡古墳群、九頭竜川流域など、本町は多くの

観光資源に恵まれておりますが、全国的に観光客は減少傾向にあります。永平寺

町の基幹産業とも言うべき観光の振興は、今、最も大きな課題であります。これ

まで、永平寺門前の整備や永平寺線跡地の遊歩道整備、永平寺口駅周辺整備など、

観光客の増加を図るため、さまざまな事業を展開しているところであります。

北陸新幹線金沢開業、中部縦貫自動車道と舞鶴若狭自動車道全線開通に向けて、

地域の歴史、文化、自然、産業などを生かした観光地づくりを推進し、観光地の

魅力アップ、観光地づくりのスピードアップが求められております。

福井県では、新高速交通ネットワーク活用・対策プランに位置づけられている

本町を初めとする地域を指定して観光まちなみ魅力アップ事業を展開することと

しております。本町においては、大本山永平寺を中心とした観光客入り込み数の

増加を図り、にぎわいを創出するため、この事業を積極的に活用したいと考えて

おります。新年度は、専門家や観光関係者で構成する観光まちづくり推進会議を

設置して、観光地の魅力を高める観光まちづくり計画を策定したいと考えており

ます。

また、松岡藩の歴史、伝統、そして文化を生かし、織物会館と周辺整備を進め
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地域の活性化につなげるため、ふるさと創造プロジェクト事業の推進のため協議

会を立ち上げます。首都圏主要駅構内での観光ＰＲ、観光情報誌へのＰＲ広告な

どに取り組み、魅力ある観光資源を町内外に広く発信し、誘客につなげていきた

いと考えております。

次に、消防・防災力の強化について申し上げます。

過去の災害や大きな事故を教訓としながら安全や防災に関するさまざまな体制

を見直し、住民生活の安全確保に全力で取り組む必要があります。

現在、地域防災計画の見直しを進めております。これまでの一般的な災害と地

震災害への対応を中心とした計画から、風水害、地震、雪害、大規模事故、原子

力災害などさまざまな災害への対策を定める計画としており、避難場所の再確認、

公共施設や小中学校の安全性の確保、災害時における備蓄品の配備、地域の実態

に応じた訓練の実施、自主防災組織の強化など、防災力をこれまで以上に高めて

いきたいと考えております。

本年度から４カ年計画で町内全域の防災行政無線の整備を進めておりますが、

新年度は、松岡地区における屋外拡声子局の整備を初め、Ｊアラート自動起動装

置と情報自動配信装置を整備することとしております。

また、消防救急体制を強化するため消防庁舎の統合を進めておりますが、新年

度においては、開発センターの耐震補強工事の実施設計と消防新庁舎の実施設計、

消防救急デジタル無線、高機能指令センターの調査設計を行うこととしておりま

す。

その他の公共施設の耐震化についても順次計画的に進めてまいります。本庁舎

は、新年度から２カ年計画で耐震補強工事と空調設備やエレベーター設置工事を

進めることとしております。永平寺支所と開発センターは耐震補強工事の実施設

計を行うこととしております。

次に、若い世代が住みたくなる定住の促進について申し上げます。

これまで、宅地開発や町有地の売却による優良宅地の提供、若者定住促進支援

制度の創設など、他の市町に先駆けた定住促進に向けた事業に取り組んでまいり

ました。

教育力の向上、子育て支援、健康づくりは県内でもすぐれた取り組みとして評

価されておりますが、さらにこれらの魅力的な政策を町内外に発信していくため、

２つのテレビ放送局を活用して町のＰＲコマーシャルを放送したいと考えており

ます。
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現在、町のホームページは構築以来７年が経過し、更新の時期に来ております。

システムの最適化と他のシステムとの情報連絡を図り、若者を中心とした利用者

の検索を増加させ、これまで以上に情報化の推進に努めてまいります。

次に、地域の独自性のある環境政策について申し上げます。

現在、地球温暖化への対策と循環型社会構築の一環として、新エネルギーの開

発と利用、省エネの取り組みが並行して進められております。本町でも、町の木

であるアブラギリの活用について研究しておりますが、このたび、ろうそくの製

作に成功いたしました。先日、大本山永平寺の冬の燈籠まつりにも、このろうそ

くが点灯され、闇夜を照らす光の道となり、多くの参拝客から共感を得たところ

であります。今後は、製品化に向けてさらに研究を重ねてまいりたいと考えてお

ります。

平成２０年に策定した環境基本計画は１０年の計画期間の中間年に当たり、こ

れまでの環境政策を点検するとともに、社会情勢等の変化に対応し新たな環境政

策の方向性を示す必要があるため、見直しを図ることとしております。また、省

エネルギーを進めるため、通学路の防犯灯のＬＥＤ化は引き続き実施していくこ

ととしております。

これからも、町民や事業者の皆様とともに環境について考え、自覚と責任を持

って永平寺町独自の環境政策に取り組み、この町の豊かな環境を次の世代に引き

継いでいきたいと考えております。

このほか、中部縦貫自動車道の整備に伴う上下水道の配水管と汚水管の布設が

え、宮重、湯谷地区の上水道加入に伴う配水池の建設工事、また、電子入札シス

テムと総合地理情報システムを新たに導入することとしております。

それではここで、今回ご提案いたしました議案等についてご説明申し上げます。

まず、一般会計補正予算について申し上げます。

この補正予算は、国の緊急経済対策の迅速かつ円滑な実施を図るため、今年度

限りの特別の措置として創設された地域の元気臨時交付金を活用した事業に取り

組むものを中心に編成したところであり、平成２５年度に予定しておりました事

業を前倒しして実施するものであります。この交付金は、通常２分の１の国庫補

助のところ、財政力に応じて７割から９割の範囲で交付され、翌年度の特定財源

としても活用できる非常に有利な交付金であります。

農林水産業費において、震災対策農業水利対策事業と農山漁村活性化対策整備

事業、林道点検診断事業を実施いたします。
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土木費におきましては、道路及び橋梁建設改良工事、トンネル点検、町営住宅

改修工事を実施いたします。

教育費では、小学校４校に太陽光発電施設を整備することとしております。

その他、選挙費、介護給付費、有害鳥獣対策費、除雪費など、各事業の確定に

伴う補正及び年度内に措置が必要な経費等について補正を行うものであります。

また、永平寺口駅周辺整備事業、小中学校の耐震補強工事、先ほど申し上げま

した地域の元気臨時交付金を活用した事業等の１２の事業につきまして、年度内

の完成が見込めないことから繰り越しをさせていただくこととしております。

なお、町税や国庫支出金、県支出金、繰越金等を調整し、発行予定の地方債の

額を減額するなど歳入予算を精査した結果、本年度も財政調整基金を取り崩すこ

となく、財政調整基金の総額は２２億７，９００万円余を確保できることとなり

ました。

その他、国民健康保険事業を初めとする特別会計の補正予算につきましては、

不足が見込まれる医療費の増額や居宅介護サービス給付費の増額など、本年度内

の事業実施に必要な経費の増額を行うものであります。

その結果、３月補正予算の規模は、一般会計が３億４，４１８万７，０００円

の増額、特別会計が８，０３７万６，０００円の増額となった次第であります。

それでは次に、平成２５年度当初予算について新規事業や主要事業を中心にご

説明申し上げます。

最近の経済情勢につきましては、国は、先月２３日に発表した月例経済報告に

おいて、景気の基調判断は「弱い動きとなっているが、一部に下げ止まりの兆し

もみられる」として、昨年５月以来８カ月ぶりに上方修正いたしました。自動車

の生産が持ち直し輸出環境が改善されるなど、経済対策の効果を背景に景気回復

へ向かうことが期待されております。こうした情勢に的確に対応し、町域の均衡

ある発展と住民サービスの向上につながる事業を展開していくために、さきに述

べた主要政策のテーマごとの取り組みが確実に推進できるよう予算の編成に当た

ったところであります。

そして、平成２５年度予算を「元気・活力 未来につなぐ暮らし向上予算」と

いたしました。

それでは、歳出予算から申し上げます。

まず、総務費におきましては、ふるさと創造プロジェクト実施計画の策定や町

のＰＲコマーシャルの放映に新たに取り組むほか、永平寺線跡地遊歩道整備と永
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平寺口駅周辺整備事業は計画の最終年度として仕上げとなる整備を進めます。

また、小中学校の通学路を明るく安全にするため、ＬＥＤ照明による防犯灯の

整備を引き続き実施いたします。

本庁舎の耐震補強計画及び実施設計に基づき、耐震補強工事と関連工事を行う

とともに、永平寺支所と開発センターの耐震補強工事の実施設計を行います。

昨年から防災行政無線の整備に取り組んでおりますが、新年度は、松岡地区に

屋外拡声子局１１局とＪアラート自動起動装置及び情報自動配信装置を整備いた

します。

これまで自主防災組織の強化を図るため、災害用テントやハンドマイク、テン

ト用マット等の配備をしてまいりましたが、新年度は折り畳み式の担架を各地区

に配備いたします。災害時における救護活動に十分活用していただけるものと考

えております。

また、自主防災組織は町内９０の全ての地域で立ち上げていただきましたが、

それぞれの組織の連携を深めるとともに、さらに広域的な活動や訓練等を実施し

ていただくため、自主防災組織連絡協議会を町内８地区で設立いたしました。新

年度には、この連絡協議会の活動や資機材等の整備に対して支援をすることとし

ております。

現在、町では２万２，９５５人の戸籍を管理しておりますが、広範囲にわたる

大規模災害等で戸籍データの正本と副本が同時に滅失することを防ぐため、戸籍

副本データ管理システムを構築いたします。

選挙費では、今夏の参議院議員選挙費と来春の町長選挙費を計上しております。

次に、民生費について申し上げます。

新しい時代において私たちが目指すべき社会は、高齢者や障がいを持つ人たち

が社会の対等な構成員として人権が尊重され、社会のあらゆる活動に参加、参画

するとともに、社会の一員としてその責任も分担する共生社会であります。この

ような社会の実現を図るために、行政だけでなく地域全ての人々がそれぞれの役

割と責任を自覚して主体的に取り組むことが必要であり、住民一人一人の理解と

協力を促進し、社会全体として推進していくことが重要であります。

町民がともに支え合い、助け合うという意識を醸成するため、その仕組みやネ

ットワーク、行政、事業者、町民の役割や取り組みの基本的な方向を定める地域

福祉計画を策定いたします。また、自立支援育成医療費給付、未熟児養育医療給

付を新たに実施するほか、ひとり暮らしの高齢者等に提供している配食サービス
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を拡充いたします。

健康福祉施設の整備については、新たな建設工事契約を締結し工事を進めてお

りますが、一日も早い完成を目指しております。開業に合わせてコミュニティバ

スの路線見直しや無料送迎バスの運行などの準備を済ませており、利用しやすい

施設の完成を目指しているところであります。

地震の発生を迅速に把握し適切な避難と誘導ができるよう、全ての幼児園、幼

稚園に緊急地震速報装置と災害情報収集に必要なポータブルテレビを配備いたし

ます。また、老朽化した幼児園の屋上等の改修工事も計画的に進めます。

衛生費におきましては、健康づくりの推進にこれまで以上に取り組むこととし

ております。平成２５年度の保健計画「やろっさ 行動目標を実践する」に基づ

き、それぞれが健康づくりの目標を定め、実行できた場合はポイントカードにシ

ールを張り、そのポイントの点数に応じて景品を提供するものであります。健康

づくりの実践をポイント制にすることにより生活習慣病の予防や健康増進の推進

につながるものと期待しております。

地域がつくるみんなの健康づくり推進事業、無料のがん検診、インフルエンザ

等の予防接種、肺炎球菌ワクチン接種などの助成、妊婦、乳児健康診査も引き続

き実施してまいります。

環境対策におきましては、平成２０年に策定した環境基本計画を改定し本町の

環境保全の方向性を定めるとともに、循環型社会の構築を進めてまいります。住

宅用太陽光発電設備導入に対する支援については、これまで以上に普及促進する

ことといたします。

農林水産業費について申し上げます。

現在、合併前の整備計画に基づき農業振興地域を指定し、優良農地の保全に努

めております。これらを町全体の整備計画に統合し、基礎調査に基づいた今後１

０年間の農地保全の方向性を定めるとともに、都市計画プランとの整合性を図る

ことといたします。

また、農地の集積に対する協力金の支給、林道にかかる橋梁の点検、町の振興

作物を使った料理コンテストなどを新たに実施します。有害鳥獣駆除対策、水田

農業構造改革補助、農村災害対策などの事業は拡充して進めてまいります。

松岡吉野、光明寺両地区における農山漁村活性化プロジェクト事業も平成２５

年度が事業計画の最終年度となりますので、事業完了を目指して事業を進めてま

いります。
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また、県単土地改良事業や県単林道工事、その他の町単独事業についても計画

的に進めてまいります。

次に、商工費について申し上げます。

町の活力や地域の活性化につなげるため、商工業の振興を図ることが重要であ

ります。

商工会や商業者が実施する消費拡大とにぎわい創出のための商店・まちなか元

気アップ事業、魅力ある商品の発掘と販路拡大を目的とする東京ビジネス・サミ

ット出展事業に対して支援をすることとしております。

中小企業融資資金や利子補給、勤労者生活安定融資資金などの貸付事業も継続

して実施し、チャレンジ企業の支援にも積極的に取り組んでまいります。

観光の誘客を一層高めるため、首都圏主要駅構内での観光映像の放映、観光情

報誌への広告掲載、永平寺門前周辺観光まちづくり計画の策定など、新たな取り

組みをしたいと考えております。

また、情報化の推進のためには、総合地理情報システムの導入と町のホームペ

ージのシステムを更新することとしております。

次に、土木費について申し上げます。

道路の整備についてでありますが、町では、安心で安全な歩行空間づくりのた

め歩道橋の整備や路側帯をカラー舗装にするなど、歩行者の安全確保を優先的に

進めてまいります。現在、領家橋の下流に新たな歩道橋を設置するため設計を行

っておりますが、新年度におきまして、社会資本整備総合交付金事業の採択に向

けた手続を進めます。

松岡公園の整備につきましては、これまで、松岡清水区からのアプローチ道路

の整備、駐車場整備、南春日山古墳付近ののり面整備工事、福寿園跡地の芝生広

場の整備や植栽工事を実施してまいりました。３年目となる新年度は、テラスの

造成工事や南北をつなぐアプローチ道路の工事を進めることとしております。

また、集中豪雨等で地盤が緩み発生する崖崩れを未然に防ぐため、危険区域に

指定されている松岡薬師地区で急傾斜地崩壊対策工事を実施いたします。

土石流や増水による二次災害を防ぎ、安全な生活環境を守るため、市野々の押

谷川で砂防ダムの建設が進められることになっておりますが、その下流域の整備

のための調査設計を行います。

吉峰川、高橋川、南熊谷川など水害の発生が予想される河川については、計画

的にかさ上げや護岸工事を進めます。
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次に、消防費について申し上げます。

消防庁舎の統合につきましては先ほど申し上げましたとおりでありますが、実

施設計や工事費など必要な予算を計上しております。

平成２０年４月に消防団の再編を行い、これまで計画的に消防団車庫と消防団

車両等の更新を図ってまいりました。新年度におきましては、永平寺中地区の第

４分団車庫を新築するとともに、平成２年に導入したポンプ車を更新することと

しております。また、特殊災害対応の除染シャワーや火災活動用の呼吸器、消防

ホースなどを整備するほか、自主防災組織の強化や連絡協議会ごとの防災訓練、

救命救急講習会などに要する経費も拡充しており、消防救急体制の強化を図って

まいります。

最後に、教育費について申し上げます。

永平寺町の子どもたちの学力、体力は県内でトップクラスにあり、引き続き地

域ぐるみで健全でたくましい成長を見守っていく必要があります。そのため、豊

かな体験活動推進事業、特別支援教育支援員の配置、確かな学力育成支援事業、

学校元気創造事業、海外派遣事業、みんなの学校さわやか交流事業など、本町独

自の教育を実施してまいります。

また、先ほど申し上げたように、新年度から小中学校の給食費の無償化を実施

いたします。これまでさまざまな行財政改革に取り組んでまいりましたが、子ど

も医療費の無料化に続き、その効果を活用して県内でも初めてとなる事業を実施

いたします。

松岡中学校においては、第２体育館（武道場）建設に向けた測量、地質調査、

実施設計を行うほか、全ての小学校に緊急地震速報装置を整備し、松岡小学校で

は校舎の改修工事、永平寺中学校ではプール解体、上志比小学校ではトイレの改

修のための設計を実施いたします。

松岡庭球場敷地内の排水施設にふぐあいが生じておりますので改修することと

しております。

町立図書館では蔵書を計画的に整備しておりますが、新年度においても図書購

入の充実を図っているところであります。

本庁舎の耐震補強工事及び永平寺温泉「禅の里」の運営管理につきましては、

複数年の契約となりますので債務負担行為を設定しております。

以上、新年度予算における主要事業と新たな取り組み等について申し上げまし

たが、財源の確保と健全財政の維持に努め、改革を進めていくことを基本とした
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ところであります。その結果、５１の新規事業と１７の事業を拡充して行うこと

としており、平成２５年度一般会計の当初予算の規模は８４億２，５９０万円と

なった次第であります。これらに見合う歳入予算につきましては、確実に収入が

見込まれる町税１９億４，３００万円余、地方交付税３６億４，０００万円、国

庫支出金５億４，４００万円余、県支出金４億５，３００万円余などを計上して

おります。

その他、国民健康保険事業特別会計を初めとする５つの特別会計予算につきま

しては、それぞれの事業が円滑に執行できるよう適正な予算を編成したところで

あります。その結果、特別会計の予算総額は４５億７，８５２万円となり、上水

道事業の企業会計は５億５，４１０万１，０００円となった次第であります。

全会計の予算総額は１３５億５，８００万円余となり、前年度と比較すると２

億３，５００万円余を減額しております。しかし、新年度に予定しておりました

事業を１月補正予算並びに今回の３月補正予算で６億１，０００万円余を前倒し

しておりますので、実質的には前年度より増額した予算となっております。

経常収支比率や実質公債費比率など、財政状況の弾力性や健全性を示す指標は

県内市町の中でも上位に位置しており、これからも、事務事業の改善、コスト削

減など、徹底した行財政改革を進めながら健全な財政運営に努めてまいります。

その他、予算以外の議案として本定例会に提出しておりますのは、条例の制定

が５件、指定管理者の指定が１件、組合規約の変更が１件、人権擁護委員の推薦

についての諮問が１件となっております。

以上、町政に対する所信と本定例会に提案する議案等について申し上げました

が、上程の都度詳細にご説明いたしますので、ご審議いただき、妥当なご決議を

賜りますようお願いいたします。

新たな政権が誕生して３カ月が経過しようとしております。日本再生に向けて

積極的な政策が展開されておりますが、国民の視点に立ち、国民の幸せのために

国政を進めていただきたいと願っております。私たちの町、永平寺町においても、

地域のつながりを大切にして連帯感を深め、真の地方自治を目指したいと考えて

おります。

これからも町民が誇りと将来への希望を持てるよう、永平寺町を新しい時代に

向けて発展させてまいります。議員各位と力を合わせ、どの地域もよくなり町民

誰もが幸せを感じることができるまちづくりに邁進してまいりたいと考えており

ます。
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議員の皆様方には、健康に十分留意されて、ますますご活躍いただきますよう

ご祈念申し上げまして、開会のご挨拶といたします。

～日程第３ 議案第３号 平成２４年度永平寺町一般会計補正予算について～

～日程第４ 議案第４号 平成２４年度永平寺町国民健康保険事業特別会計補正

予算について～

～日程第５ 議案第５号 平成２４年度永平寺町介護保険特別会計補正予算につ

いて～

～日程第６ 議案第６号 平成２４年度永平寺町下水道事業特別会計補正予算に

ついて～

～日程第７ 議案第７号 平成２４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補正

予算について～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第３、議案第３号、平成２４年度永平寺町一般会

計補正予算についてから日程第７、議案第７号、平成２４年度永平寺町農業集落

排水事業特別会計補正予算についてまでの５件を一括議題といたします。これに

ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、日程第３、議案第３号、平成２４年度永平寺町一般会計補正予算につ

いてから日程第７、議案第７号、平成２４年度永平寺町農業集落排水事業特別会

計補正予算についてまでの５件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

企画財政課長。

○企画財政課長（小林良一君） ただいま上程をいただきました議案第３号、平成２

４年度永平寺町一般会計補正予算についてから議案第７号、平成２４年度永平寺

町農業集落排水事業特別会計補正予算についてまで一括して提案理由のご説明を

申し上げます。

議案第３号、平成２４年度永平寺町一般会計補正予算（第８号）につきまして

ご説明をいたします。

議案書の３ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額に３億４，４１８万７，０００円を追加

して、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９６億７，０３７万７，０００円

とお願いするものでございます。
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歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額につきましては、４ページから５ページにかけての第１表、歳入

歳出予算補正によるところでございます。

第２条の翌年度へ繰り越して行う事業につきましては、６ページの第２表、繰

越明許費のとおりで、款２総務費の永平寺口駅周辺等整備事業から款１０教育費

の中学校施設耐震補強等事業まで１２事業、９億４，２４８万９，０００円を平

成２５年度へ繰り越しするものでございます。

第３条の地方債の補正につきましては、７ページの第３表、地方債補正のとお

りで、臨時財政対策債につきましては４億６，０００万円から４億２，２００万

円とし、合併特例債につきましては５億１，９００万円から４億１，９００万円

にそれぞれ減額するものでございます。

それでは初めに、歳出の主なものにつきましてご説明をいたします。

１３ページをお願いいたします。

款２総務費、目１一般管理費、退職手当組合負担金６２０万９，０００円につ

きましては、定年退職者の退職手当特別負担金の増額分及び特別負担金の追加分

を予算化するものでございます。

目５企画費イントラケーブル添架電柱移設負担金６１万７，０００円につきま

しては、一般県道稲津松岡線の道路改良工事に伴いイントラケーブル線の添架移

設を行うため、こしの国広域事務組合の負担金の増額分を予算化するものでござ

います。

目３衆議院選挙最高裁国民審査費１８６万７，０００円の減額につきましては、

衆議院選挙及び最高裁国民審査経費が確定いたしましたので、選挙費の減額分を

予算化するものでございます。

１４ページをお願いいたします。

後段の款３民生費、目３心身障害者福祉費、介護給付費２，８４４万１，００

０円につきましては、障害者介護給付費の利用増加による扶助費の増額分を予算

化するものでございます。

１５ページをお願いいたします。

中段の目４児童福祉施設費、志比幼児園施設改修工事費４７万４，０００円に

つきましては、志比幼児園の畳部分をフローリングに改修する工事費の増額分を

予算化するものでございます。

後段の款４衛生費、目２予防費、医薬材料費７１万２，０００円につきまして
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は、予防接種法の改正に伴い、生ポリオ予防接種から不活化ポリオ接種に変更さ

れたことによるワクチン代の増額分を予算化するものでございます。

１６ページをお願いいたします。

款４衛生費、目１し尿処理費、勝山・永平寺衛生管理組合負担金２５８万７，

０００円の減額につきましては、勝山・永平寺衛生管理組合において人件費等が

減額されたことによる負担金の減額分を予算化するものでございます。

次に、款６農林水産業費、目２農業総務費、ネット柵設置補助金４１６万４，

０００円の減額につきましては、ネット柵の設置に当たり実施延長が減となった

ことにより補助金の減額分を予算化するものでございます。

後段の目４農地費、工事請負費２，５４０万円につきましては、松岡吉野区、

光明寺区の農山漁村活性化プロジェクト支援事業の早期完了のため、国より事業

費の増額が認められたことによる事業費の増額分を予算化するものでございま

す。

１７ページをお願いいたします。

同じく目２林業振興費、林道点検診断業務委託料８０万円につきましては、林

道の防災対策として林道上浄法寺線の林道橋が国の林道点検診断事業の対象とな

りましたので、委託料を予算化するものでございます。

款８土木費、目２道路橋梁維持費、除雪委託料２，３００万円につきましては、

本年度の除雪作業に伴う除雪委託料の増額分を予算化するものでございます。

１８ページをお願いいたします。

同じく目３道路新設改良費、道路ストック総点検業務委託料３，８５０万円に

つきましては、町道の安全を確保するため、道路やトンネルなどの点検に伴う委

託料の増額分を予算化するものでございます。

後段の町道牧福島藤巻線歩道整備工事５，０４２万５，０００円につきまして

は、歩行者が安心して歩行できるよう安全確保と歩道のバリアフリー化のため、

歩道整備に伴う工事費の増額分を予算化するものでございます。

同じく志比北地区消雪施設修繕工事７，９８０万円につきましては、老朽化し

たポンプ等の影響により冬期間の消雪に支障を来しているため、消雪施設の修繕

に伴う工事費の増額分を予算化するものでございます。

後段の目３下水費、下水道事業特別会計繰出金３３２万４，０００円の減額に

つきましては、下水道事業特別会計の歳入歳出総額の調整に伴う繰出金の減額分

を予算化するものでございます。
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１９ページをお願いいたします。

目１住宅管理費、町営住宅改修工事１，６０８万円につきましては、公営住宅

の長寿命化計画に基づき、老朽化が進んでいる志比堺団地の外壁等の改修に伴う

工事費の増額分を予算化するものでございます。

後段の款１０教育費、工事請負費６，３７２万７，０００円につきましては、

児童の環境学習を推進するため、松岡小学校、吉野小学校、志比南小学校、志比

北小学校、４校の太陽光発電設備の設置に伴う工事費の増額分を予算化するもの

でございます。

２０ページをお願いいたします。

目１保健体育総務費、スポーツ少年団全国大会等出場補助金４３万５，０００

円につきましては、御陵Ｖスパーク女子チームがミニバスケットボール大会福井

県予選会において優勝したことから、３月２８日から３０日にかけまして東京で

開催されます全国大会に出場するための補助金の増額分を予算化するものでござ

います。

次に、これらの財源となります歳入の主なものにつきましてご説明をいたしま

す。

戻りまして、１０ページをお願いいたします。

款９地方交付税、普通交付税２億９８７万３，０００円につきましては、平成

２４年度の普通交付税の交付額が確定しましたので、増額分を予算化するもので

ございます。

後段の款１３国庫支出金、目１総務費国庫補助金、地域の元気臨時交付金３，

７００万円につきましては、国の緊急経済対策により行われる補正予算に伴い地

方の負担額が大きくなることから、地域の元気臨時交付金が創設されましたので、

事業の財源とするため交付金を予算化するものでございます。

目４土木費国庫補助金、地域活力基盤創造交付金８，３６８万６，０００円に

つきましては、除雪車整備、道路改良、橋梁修繕、道路ストック総点検事業に係

る国庫補助金を予算化するものでございます。

１１ページをお願いいたします。

款１４県支出金、目１総務費県補助金、地域防災力向上支援事業補助金５００

万円につきましては、平成２４年度事業費の防災行政無線整備工事のうち屋外拡

声子局３局の整備分について、県補助金の対象となりましたので予算化するもの

でございます。
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１２ページをお願いいたします。

目１総務費県委託金、衆議院選挙県委託金１７６万７，０００円の減額につき

ましては、衆議院選挙及び最高裁判所国民審査経費が確定いたしましたので、県

委託金を減額するものでございます。

款１６寄附金、ふるさと納税寄附金１００万２，０００円につきましては、２

５件のふるさと納税寄附金を予算化するものでございます。

款１８繰越金、純繰越金７，５９６万１，０００円につきましては、平成２３

年度からの純繰越金を予算化するものでございます。

款２０町債、臨時財政対策債３，８００万円の減額につきましては、臨時財政

対策債の発行額が確定いたしましたので、減額分を予算化するものでございます。

以上、簡単ですが、議案第３号、平成２４年度永平寺町一般会計補正予算（第

８号）についての説明とさせていただきます。

続きまして、議案第４号、平成２４年度永平寺町国民健康保険事業特別会計補

正予算について提案理由のご説明を申し上げます。

議案書の２５ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額に６，８３７万８，０００円を追加いた

しまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８億５，１９４万６，００

０円にお願いするものでございます。

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額につきましては、２６ページから２７ページにかけての第１表、

歳入歳出予算補正によるところでございます。

初めに、歳出の主なものにつきましてご説明をいたします。

３１ページをお願いいたします。

款２保険給付費、目２退職被保険者等療養給付費４，５３３万６，０００円に

つきましては、退職被保険者等療養給付費の増額分を予算化するものでございま

す。

３２ページをお願いいたします。

款３後期高齢者支援金等、目１後期高齢者支援金８２５万７，０００円につき

ましては、後期高齢者支援金の額の確定に伴う増額分を予算化するものでござい

ます。

次に、これらの財源となります歳入の主なものにつきましてご説明をいたしま

す。
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２９ページをお願いいたします。

款３国庫支出金、目１療養給付費等負担金４７４万４，０００円につきまして

は、一般高額療養費、後期高齢者支援金及び介護納付金の増に伴う増額分を予算

化するものでございます。

後段の款６療養給付費交付金５，３２９万円につきましては、退職被保険者等

療養給付費、退職被保険者等高額療養費の増額分を予算化するものでございます。

３０ページをお願いいたします。

款７前期高齢者交付金１，６０６万８，０００円につきましては、前期高齢者

交付金の額の確定に伴う増額分を予算化するものでございます。

款１０繰越金７４１万８，０００円につきましては、前年度からの繰越金を予

算化するものでございます。

以上、簡単でございますが、議案第４号、平成２４年度永平寺町国民健康保険

事業特別会計補正予算（第２号）についての説明とさせていただきます。

続きまして、議案第５号、平成２４年度永平寺町介護保険特別会計補正予算に

つきまして提案理由のご説明を申し上げます。

議案書の３５ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額に１，０６１万８，０００円（介護保険

勘定）を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億２，

４８４万６，０００円（介護保険勘定１７億２，４８４万６，０００円）にお願

いするものでございます。

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額につきましては、３６ページの第１表、歳入歳出予算補正による

ところでございます。

初めに、歳出の主なものにつきましてご説明をいたします。

３９ページをお願いいたします。

款２保険給付費、目３地域密着型介護サービス給付費１，１３１万９，０００

円につきましては、地域密着型介護サービス給付費の実績見込みより増額分を予

算化するものでございます。

同じく目９居宅介護サービス計画給付費２１２万９，０００円につきましては、

居宅介護サービス計画給付費の実績見込みにより増額分を予算化するものでござ

います。

次に、これらの財源となります歳入の主なものにつきましてご説明をいたしま
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す。

戻りまして、３８ページをお願いいたします。

款３国庫支出金、目１介護給付費負担金２６８万８，０００円につきましては、

介護給付費の給付費の増に伴う国庫負担金の増額分を予算化するものでございま

す。

中段の款４支払基金交付金、目１介護給付費交付金３８９万９，０００円につ

きましては、介護給付費の給付費の増に伴います交付金の増額分を予算化するも

のでございます。

以上、簡単でございますが、議案第５号、平成２４年度永平寺町介護保険特別

会計補正予算（第３号）についての説明とさせていただきます。

続きまして、議案第６号、平成２４年度永平寺町下水道事業特別会計補正予算

について提案理由のご説明を申し上げます。

議案書の４２ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額に４２万４，０００円を追加いたしまし

て、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６億８，３７３万３，０００円にお

願いするものでございます。

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額につきましては、４３ページの第１表、歳入歳出予算補正による

ところでございます。

初めに、歳出の主なものにつきましてご説明をいたします。

４６ページをお願いいたします。

款１総務費、受益者負担金前納報奨金３９万７，０００円につきましては、受

益者負担金前納報奨金の額が確定いたしましたので、報奨金の増額分を予算化す

るものでございます。

次に、これらの財源となります歳入についてご説明をいたします。

戻りまして、４５ページをお願いいたします。

款４繰入金、目１一般会計繰入金３３２万４，０００円の減額につきましては、

下水道事業特別会計歳入歳出総額の調整に伴い、一般会計繰入金を減額するもの

でございます。

後段の款５繰越金３７４万８，０００円につきましては、前年度からの繰越金

を予算化するものでございます。

以上、簡単でございますが、議案第６号、平成２４年度永平寺町下水道事業特
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別会計補正予算（第２号）についての説明とさせていただきます。

続きまして、議案第７号、平成２４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補

正予算について提案理由のご説明を申し上げます。

議案書の４９ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額に９５万６，０００円を追加いたしまし

て、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億２，６２８万４，０００円にお

願いするものでございます。

歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額につきましては、５０ページの第１表、歳入歳出予算補正による

ところでございます。

初めに、歳出についてご説明いたします。

５３ページをお願いいたします。

款２農業集落排水事業費、下水道施設監視ケーブル移設工事９５万６，０００

円につきましては、上志比地区野中地係で施工いたしております機能補償道路建

設工事に伴う上志比西部地区農業集落排水監視ケーブルの敷設工事費の増額分を

予算化するものでございます。

次に、これらの財源となります歳入の主なものについてご説明をいたします。

５２ページをお願いいたします。

款３繰入金、目１一般会計繰入金２４０万２，０００円の減額につきましては、

農業集落排水事業特別会計歳入歳出総額の調整に伴い、一般会計繰入金を減額す

るものでございます。

款４繰越金２８０万４，０００円につきましては、前年度からの繰越金を予算

化するものでございます。

後段の款５諸収入、下水道施設監視ケーブル移設工事補償金５５万４，０００

円につきましては、上志比地区野中地係で施工いたしております機能補償道路建

設工事に伴う上志比西部地区農業集落排水監視ケーブル移設受託工事に対する県

補償金を予算化するものでございます。

以上、簡単でございますが、議案第７号、平成２４年度永平寺町農業集落排水

事業特別会計補正予算（第２号）についての説明とさせていただきます。

以上、議案第３号、平成２４年度永平寺町一般会計補正予算についてから議案

第７号、平成２４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補正予算についてまで

の提案理由の説明とさせていただきます。
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よろしくご審議いただきまして、ご決議いただきますようよろしくお願いをい

たします。

以上でございます。

○議長（伊藤博夫君） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

原田君。

○６番（原田武紀君） ６ページの繰越明許費なんですけれども、ここに掲げてある

のを全部足しますと、たしか前段の説明では８億３，２４８万９，０００円と説

明されて、今は何か９億幾らと言われたみたいな気がしたんで、ちょっと 。

○議長（伊藤博夫君） 企画財政課長。

○企画財政課長（小林良一君） ただいま申し上げましたとおり、１２事業で９億４，

２４８万９，０００円でございます。

○議長（伊藤博夫君） ほかにありませんか。

ないようですので、質疑を終わります。

お諮りいたします。

日程第３、議案第３号、平成２４年度永平寺町一般会計補正予算についてから

日程第７、議案第７号、平成２４年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補正予

算についてまでの５件を、会議規則第３９条第１項により、予算決算常任委員会

に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本件を予算決算常任委員会に付託することに決定いたしました。委員

会におかれましては、休会中に審議をしていただき、今定例会中に審査の結果を

議長に提出くださいますようお願いいたします。

暫時休憩いたします。

２５分まで休憩いたします。

（午前１１時１２分 休憩）

──────────────

（午前１１時２５分 再開）

○議長（伊藤博夫君） 休憩前に引き続き再開いたします。

～日程第８ 議案第８号 平成２５年度永平寺町一般会計予算について～

～日程第９ 議案第９号 平成２５年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算
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について～

～日程第１０ 議案第１０号 平成２５年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予

算について～

～日程第１１ 議案第１１号 平成２５年度永平寺町介護保険特別会計予算につ

いて～

～日程第１２ 議案第１２号 平成２５年度永平寺町下水道事業特別会計予算に

ついて～

～日程第１３ 議案第１３号 平成２５年度永平寺町農業集落排水事業特別会計

予算について～

～日程第１４ 議案第１４号 平成２５年度永平寺町上水道事業会計予算につい

て～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第８、議案第８号、平成２５年度永平寺町一般会

計予算についてから日程第１４、議案第１４号、平成２５年度永平寺町上水道事

業会計予算についてまでの７件を一括議題といたします。これにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、日程第８、議案第８号、平成２５年度永平寺町一般会計予算について

から日程第１４、議案第１４号、平成２５年度永平寺町上水道事業会計予算につ

いてまでの７件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

企画財政課長。

○企画財政課長（小林良一君） ただいま上程いただきました議案第８号、平成２５

年度永平寺町一般会計予算についてから議案第１４号、平成２５年度永平寺町上

水道事業会計予算についてまで一括して提案理由のご説明を申し上げます。

初めに、平成２５年度の予算編成につきましては、第２次行政改革大綱と総合

振興計画を踏まえまして、基本計画に掲げられた重点施策を着実に推進するほか、

中期財政計画で示した平成２５年度以降の主な建設事業など、限られた財源の中

で最大の行政効果が上がるよう、町域の均衡ある発展と町民福祉の向上につなが

る予算編成としております。

永平寺町を取り巻く情勢は年々多様化しており、引き続き町民の生活を守り調

和のとれた魅力と活力のあるまちづくりを進めていくため、既存政策の充実と新
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たに暮らしの質の高めるまちづくりを進めており、平成２５年度の予算編成では

「元気・活力 未来につなぐ暮らし向上予算」と位置づけをしたところでござい

ます。このような考え方のもと、これまで道路網の整備、個性と能力を伸ばす教

育力の向上政策、子育て家庭や未来の子ども応援の充実、地域が主体となり取り

組む元気づくりへの支援、地域福祉の充実、誘客を目指した観光振興、防災行政

無線整備と自主防災組織による消防防災力の強化、若い世代が住みたくなるまち、

定住促進、地域の独自性のある環境政策を推進しているところでございます。

新年度においては、さらにこれらの政策を充実させ、住みやすさを実感できる

暮らしの質を高める幸福度の高い本町の魅力を増すため、永平寺の魅力向上に取

り組む予算編成を行ったところでございます。その結果、平成２５年度当初予算

では、主な政策といたしまして５１件の新規事業、１７件の拡充事業に重点配分

を行ったところでございます。

それでは、議案第８号、平成２５年度永平寺町一般会計予算についてご説明を

いたします。

平成２５年度永平寺町一般会計予算書をご参照願います。

１ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ８４億２，５９０

万円とお願いするもので、前年度と比較して３億２，６６０万円の減、率にして

３．７％の減となっております。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額につきましては、２ページ

から６ページにかけての第１表、歳入歳出予算によるところでございます。

第２条の債務負担行為につきましては、７ページの第２表、債務負担行為によ

るものでございます。

第３条の地方債につきましては、８ページの第３表、地方債によるところでご

ざいます。

第４条の一時借入金につきましては、借入額の最高額は５億円と定めておりま

す。

それでは、９ページ、１０ページの歳入歳出予算事項別明細書につきましてご

説明をいたします。

初めに、９ページの歳入につきましてご説明をいたします。あわせて、１１ペ

ージから２７ページの歳入をご参照していただきたいと思います。

款１町税につきましては１９億４，３８３万２，０００円で、前年度と比較し
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て４，７１６万６，０００円の増、率にして２．５％の増となっております。要

因といたしまして、個人町民税は、実績見込み及び扶養控除の改正により８億３，

４１４万円を見込み、前年度と比較いたしまして３，１６４万円の増、率にして

３．９％の増となっております。法人町民税は、実績見込みにより８，９６６万

１，０００円を見込み、前年度と比較して１，５４０万円の減、率にして１４．

７％の減となっております。そのほか、固定資産税につきましては８億６，３４

０万円で、前年度と比較して１，８１０万円の減、たばこ税につきましては１億

１，５２０万円で、前年度と比較して８４０万円の増が主な要因となっておりま

す。

次に、款９地方交付税につきましては３６億４，０００万円を見込み、前年度

と比較して２，３００万円の減、率にして０．６％の減となっており、歳入総額

の４３．２％を占めております。要因としては、普通交付税につきましては、国

の地方財政対策に基づく制度改正の見直しにより２，３００万円減の３２億円と

見込み、特別交付税につきましては、前年度と同額の４億４，０００万円を見込

んでおります。

次に、款１３国庫支出金につきましては５億４，４５２万１，０００円で、前

年度と比較して１億５６８万２，０００円の減、率にして１６．３％の減となっ

ております。国庫支出の主なものといたしましては、社会福祉負担金、児童手当

負担金及び土木費国庫補助金などでございます。減額と要因といたしまして、上

志比地区の歩道整備工事、永平寺志比北地区の消雪施設修繕工事など道路整備事

業を平成２４年度で対応するなど、早期に事業を進めたことによる国庫補助金の

減が主な要因となっております。

次に、款１４県支出金につきましては４億５，３７７万５，０００円で、前年

度と比較して１億１，５０９万９，０００円の減、率にして２０．２％の減とな

っております。県支出金の主なものといたしましては、社会福祉費負担金、保険

基盤安定負担金及び児童手当県負担金、農業費補助金などでございます。減額の

要因といたしまして、おいしい福井米づくり事業の完了に伴う県補助金５，９８

４万６，０００円の還元及び松岡吉野区、光明寺地区で実施しております農山漁

村活性化プロジェクト支援事業が平成２５年度で完了することから、県補助金の

減が主な要因となっております。

次に、款１７繰入金につきましては３億３，９５８万６，０００円で、前年度

と比較して２，６９６万５，０００円の増、率にして８．６％の増となっており
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ます。繰入金の主なものといたしまして、財政調整基金からの繰入金につきまし

ては、前年度と比較して２，８００万円の増の２億９，８００万円といたしてお

ります。また、まちづくり基金繰入金１，２１４万７，０００円につきましては、

ふるさと納税などの基金を活用して、小中学校の学校図書購入費及び校外学習バ

ス借上代などに充当するものでございます。

次に、款２０町債につきましては７億１，９００万円で、前年度と比較して１

億７，２００万円の減、率にして１９．３％の減となっております。町債の主な

ものといたしまして、交付税の代替財源であります臨時財政対策債につきまして

は、前年度と同額の４億６，０００万円を見込んでおります。減額の要因といた

しましては、財政の健全化並びに起債対象事業費の減に伴う合併特例債の減が主

な要因でございます。

以上が歳入の主なものでございます。

続きまして、１０ページの歳出につきましてご説明をいたします。あわせて、

先般お配りいたしました平成２５年度当初予算における主な政策もあわせてご参

照していただきたいと思います。

説明につきましては、新規事業及び拡充事業など、主なものについてご説明を

させていただきます。

款１議会費につきましては９，８１５万４，０００円で、前年度と比較いたし

まして４２１万１，０００円の減、率にして４．１９％の減となっております。

減額の要因といたしましては、共済負担率の減による議員共済組合負担金の減が

主な要因となっております。

次に、款２総務費につきましては１３億８，０５２万３，０００円で、前年度

と比較して５４９万３，０００円の増、率にして０．４％の増となっております。

前年度とほぼ同額の予算といたしております。

主な事業でございますが、防災行政無線整備と自主防災組織による消防防災力

の強化につきましては、継続事業といたしまして、防災行政無線整備工事などに

５，６０９万１，０００円を計上し、新規事業として、自主防災組織連絡協議会

の活動費、資機材整備補助金として５１２万円を計上いたしております。

同じく新規事業として、本庁舎の耐震補強工事に５，０４７万６，０００円を

計上し、災害活動の防災拠点に指定されております本庁舎の耐震補強工事を行う

ことで防災に強いまちづくりを推進するものでございます。また、本庁舎耐震補

強関連工事といたしまして１，２６０万４，０００円を計上し、本庁舎の耐震工
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事にあわせて、老朽化した空調設備及びエレベーターを整備するものでございま

す。

次に、誘客を目指した観光振興につきましては、拡充事業といたしまして、ふ

るさと創造プロジェクト事業の実施計画策定に６２３万５，０００円を計上し、

旧松岡藩の歴史、伝統、文化に根差した地域の活動や地域資源を活用し、住民同

士の交流を通して地域の活性化、観光の誘客及び地域の魅力を全国に発信したい

と考えております。また、継続事業といたしまして、永平寺線跡地遊歩道整備工

事に２，５７６万円、永平寺口駅周辺整備工事に７，６０４万円をそれぞれ計上

いたしております。

次に、若い世代が住みたくなるまち、定住促進につきましては、新規事業とし

て、永平寺町ＰＲ事業に１１５万５，０００円を計上し、県内の民放２社に永平

寺町のＰＲコマーシャルを放映することにより、子育て支援、教育力の向上など、

政策及びまちづくり事業を町内外にアピールし、永平寺町の定住促進を推進する

ものでございます。また、継続事業といたしまして、定住促進支援事業に３４２

万円を計上いたしております。

そのほか、新規事業といたしまして、平成２６年度から電子入札システムを共

同利用するため、福井県電子入札システム共同利用に２８０万７，０００円を計

上し、入札の透明性の確保、競争性の向上、コスト縮減、入札事務の効率化を図

りたいと考えております。

同じく新規事業として、公開型ＧＩＳ事業、地理情報管理システムに２７３万

円を計上し、総合地理情報システム（ＧＩＳ）により、関係課が所有するデジタ

ル地理空間情報を全庁的に活用できる地理情報管理システム導入を行うものでご

ざいます。

次に、款３民生費につきましては２４億２，７５０万６，０００円、前年度と

比較して１億４，４５５万４，０００円の減、率にして５．６％の減となってお

ります。減額の要因といたしましては、現在整備を進めております健康福祉施設

整備費の減が主な要因となっております。

主な事業でございますが、地域が主体となり取り組む元気づくりへの支援につ

きましては、新規事業といたしまして、自立支援育成医療給付事業に１７０万５，

０００円を計上し、１８歳に達するまで、身体、知的、精神に障がいのある児童

に対し、生活能力を得るために必要な医療費を支援するものでございます。

同じく拡充事業といたしまして、配食サービス事業に６５８万３，０００円を
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計上し、ひとり暮らしの高齢者及び高齢者のみの世帯へ民生委員が安否確認を兼

ねて食事を提供するため、松岡地区及び永平寺地区の配食サービス回数を週１回

から週２回にふやすものでございます。

次に、子育て家庭や未来の子ども応援の充実につきましては、新規事業として、

上志比幼児園の屋上防水工事に２８３万４，０００円を計上し、園児が快適に過

ごせるよう整備をするものでございます。

次に、款４衛生費につきましては５億２，１１３万７，０００円、前年度と比

較して２，５６２万４，０００円の増、率にして５．２％の増となっております。

増額の主な要因といたしましては、塵芥処理施設負担金の増に伴う福井坂井地区

広域圏事務組合負担金の増が主な要因となっております。

主な事業でございますが、地域が主体となり取り組む元気づくりへの支援につ

きましては、新規事業として、未熟児養育医療給付事業に３００万４，０００円

を計上し、入院を必要とする１歳に満たない未熟児に対し、指定養育医療機関に

おいて入院に係る医療費の給付を行うものでございます。

次に、地域の独自性のある環境政策につきましては、新規事業といたしまして、

環境基本計画改定事業に２９万円を計上し、平成２０年３月に策定いたしました

永平寺町環境基本計画の施策を点検、改定し、本町が進める環境保全の方向を示

したいと考えております。

また、継続事業といたしまして、住宅用太陽光発電等設備導入補助金に２１６

万円を計上いたしております。

次に、款５労働費につきましては４，２１７万３，０００円、前年度と比較し

て２６万５，０００円の減、率にして０．６％の減となっております。主な事業

といたしましては、シルバー人材センターへの助成及び勤労者生活安定融資資金

の貸し付けなど、前年度とほぼ同額予算といたしております。

次に、款６農林水産業費につきましては５億５０２万１，０００円、前年度と

比較して１億４，６５９万７，０００円の減、率にして２２．２％の減となって

おります。減額の要因といたしましては、おいしい福井米づくり事業の完了に伴

う補助金の還元及び農山漁村活性化プロジェクト支援事業の減が主な要因となっ

ております。

次に、主な事業でございますが、農業の振興につきましては、永平寺町農業振

興地域整備計画策定に４５１万５，０００円を計上し、旧町村ごとの農業振興地

域整備計画を一つに統合し、今後１０年の農業地と保全と高度利用、状況別土地
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利用、農業振興を図るため、都市計画マスタープランと整合性を図り計画を策定

するものでございます。

同じく新規事業として、農地集積協力金補助事業に１９０万円を計上し、高齢

化等により農業の離農及び土地利用型農業から経営転換し、地域の経営体の農地

集積を加速させるため協力金を交付するものでございます。

また、継続事業といたしまして、農山漁村活性化プロジェクト支援事業に１，

４３０万８，０００円、有害鳥獣対策ネット柵設置補助に６００万円、産業フェ

ア、ふるさと物産市の開催に伴う支援として永平寺農商工ブランド発信協議会の

補助金として５６８万７，０００円、園芸産地総合支援事業補助に１，１４３万

８，０００円をそれぞれ計上いたしております。

次に、款７商工費につきましては１億５，７２３万５，０００円、前年度と比

較して３万２，０００円の減、率にして０．０２％の減となっております。要因

といたしまして、観光誘客映像作成事業の完了による減が主な要因となっており

ます。

主な事業でございますが、誘客を目指した観光振興につきましては、新規事業

といたしまして、永平寺門前周辺まちなみ魅力アップ事業の計画策定に１５０万

円を計上し、平成２６年度の北陸新幹線の金沢駅開業に伴う観光誘客を促進する

ことを目指し、大本山永平寺門前周辺の魅力をさらに向上推進したいと考えてお

ります。

次に、商工業の振興につきましては、新規事業といたしまして、東京ビジネス・

サミット出展事業に７５万円を計上し、永平寺町の魅力やブランド力を向上させ

全国に向けて販路を拡大、展開させるため、町の知名度アップや商工業の活性化

を図るため企業活動を支援するものでございます。また、継続事業といたしまし

て、チャレンジ企業支援補助に１００万円を計上いたしております。

次に、款８土木費につきましては１０億３１９万８，０００円、前年度と比較

して８，６３８万７，０００円の減、率にして７．９％の減となっております。

減額の要因といたしましては、歩道整備工事、消雪施設修繕工事など道路整備事

業を平成２４年度予算で対応するなど、早期に事業を進めたことによる工事請負

費の減が主な要因となっております。

主な事業でございますが、防災体制の強化につきまして、新規事業として、急

傾斜地崩壊対策事業に１，０００万円、通常砂防事業に５００万円をそれぞれ計

上し、崖崩れや土石流災害から住民の生命、財産を守る安全な生活環境の向上を
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図るものでございます。

同じく拡充事業といたしまして、河川維持補修工事に１，７００万円を計上し、

河川の護岸の整備など水害に強いまちづくりを目指すものでございます。

次に、拡充、継続事業といたしまして、松岡公園整備事業に３，４００万円を

計上し、 跡土地の活用や多くの町民が自然と親しむことのできる憩いの空

間を整備するものでございます。

次に、款９消防費につきましては３億９，５１１万２，０００円、前年度と比

較して１，３１４万円の増、率にして３．４％の増となっております。増額の要

因といたしましては、消防庁舎の統合整備に伴う実施設計委託料などの増が主な

要因となっております。

次に、主な事業でございますが、防災行政無線整備と自主防災組織による消防

防災力の強化につきましては、新規事業といたしまして、消防救急デジタル無線、

高機能消防指令センター総合整備事業に１，０１６万円を計上し、平成２６年６

月からの消防救急デジタル化移行に合わせ、高機能指令センターを一体化して整

備するための調査設計を行うものでございます。

同じく新規事業として、消防庁舎統合整備事業に１，９６６万２，０００円を

計上し、住民が安心して暮らせるまちづくりと消防の一元化を図るため、消防庁

舎の実施設計を行うものでございます。

次に、款１０教育費につきましては９億８，７６４万７，０００円、前年度と

比較して９，２２７万６，０００円の増、率にして１０．３％の増となっており

ます。増額の要因といたしましては、県内で初めての取り組みとなります学校給

食の無償化など、教育環境の整備に伴う事業費の増が主な要因となっております。

主な事業でございますが、個性と能力を伸ばす教育力の向上政策については、

新規事業として、学校給食無償化事業に８，８００万円を計上し、充実した子育

て支援及び教育環境と子育て世代への経済的負担の軽減や住みやすさを実感でき

る環境とするため、県内では初めてとなる小学校から中学校までの学校給食の無

償化を行い、少子化対策、定住促進につなげてまいりたいと考えております。

同じく新規事業といたしまして、松岡中学校（仮称）第２体育館、武道場の測

量、地質調査し、設計業務委託料に１，４７６万８，０００円を計上し、本年度

から中学校の体育授業で武道、本校は柔道でございますが、必須科目となったこ

とや男女の剣道部の部活動など、スポーツ活動に支障を来しております。また、

平成３０年に福井で開催される福井国体の少年女子バスケットボールの競技会場
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として決定されており、練習会場として配慮を求められていることもあり、武道

場を建設することによりスポーツの能力を伸ばすなど、教育環境の向上につなげ

てまいりたいと考えております。

同じく新規事業として、登校支援員配置事業に２１９万２，０００円を計上し、

不登校解消のため、松岡中学校、永平寺中学校に各１名ずつ登校支援員を配置す

るものでございます。

同じく新規事業といたしまして、みんなの学校・さわやか交流事業に７０万円

を計上し、小学校の学校間の交流を行うことにより児童の集団活動に生かすとと

もに、認識を高めてまいりたいと考えております。

また、拡充、継続事業といたしまして、図書購入費に７５４万円を計上し、読

書人口を拡大するとともに、さらに教育力の向上に努めてまいりたいと考えてお

ります。

次に、款１１公債につきましては９億５１９万４，０００円、前年度と比較し

て８，１０８万７，０００円の減、率にして８．２％の減となっております。減

額の要因といたしましては、地方債元金償還金及び地方債利子償還金の減が主な

要因となっており、さらに財政の健全化に努めてまいりたいと考えております。

以上、議案第８号、平成２５年度永平寺町一般会計予算についての説明とさせ

ていただきます。

続きまして、特別会計に係る予算につきましてご説明をいたします。

平成２５年度永平寺町特別会計予算書及び永平寺町企業会計予算書をご参照願

います。

特別会計５つの事業会計の予算総額は４５億７，８５２万円、前年度と比較し

て４，４３５万円の増、率にして１．０％の増となっております。

初めに、議案第９号、平成２５年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１７億８，２４５

万４，０００円とお願いするもので、前年度と比較して１，８４６万円の増、率

にして１．０％の増となっております。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額につきましては、２ページ

から３ページにかけての第１表、歳入歳出予算によるところでございます。

第２条の一時借入金につきましては、借入額の最高額は１億円と定めておりま
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す。

それでは、６ページ、７ページの歳入歳出予算事項別明細書につきましてご説

明をいたします。

初めに、６ページの歳入についてご説明をいたします。

款１国民健康保険税につきましては３億５，０１１万円で、前年度と比較して

６３５万円の減、率にして１．８％の減となっております。減額の要因といたし

ましては、医療給付費分の減が主な要因でございます。

次に、款３国庫支出金につきましては３億１，３８８万９，０００円で、前年

度と比較して５，５１９万９，０００円の減、率にして１５．０％の減となって

おります。要因といたしましては、現年度分療養給付費の減が主な要因でござい

ます。

次に、款４県支出金につきましては７，８２１万１，０００円で、前年度と比

較して８０８万１，０００円の増、率にして１５．０％の増となっております。

要因といたしましては、県財政調整交付金の増が主な要因でございます。

次に、款５共同事業交付金につきましては２億２５２万６，０００円で、前年

度と比較して１，９８８万８，０００円の増、率にして１０．９％の増となって

おります。要因といたしましては、保険財政共同安定化事業交付金の増が主な要

因でございます。

次に、款６療養給付費交付金につきましては１億９，９８３万７，０００円で、

前年度と比較して４，１３９万２，０００円の増、率にして２６．１％の増とな

っております。要因といたしましては、退職被保険者等療養給付費交付金の増が

主な要因となっております。

次に、款７前期高齢者交付金につきましては５億２，７６１万８，０００円で、

前年度と比較して７，６５３万８，０００円の増、率にして１７．０％の増とな

っております。要因といたしましては、前期高齢者交付金の増が主な要因でござ

います。

次に、款９繰入金につきましては１億７０８万７，０００円で、前年度と比較

して６，４９０万１，０００円の減、率にして３７．７％の減となっております。

要因といたしましては、保険基盤安定繰入金及び国民健康保険基金繰入金の減が

主な要因となっております。

続きまして、７ページの歳出につきましてご説明をいたします。

款２保険給付費につきましては１２億７，１９７万２，０００円で、前年度と
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比較して１， ２２万８，０００円の増、率にして１．４％の増となっており

ます。主なものとして、一般被保険者療養給付費９億２，０２０万５，０００円、

退職被保険者療養給付費１億７，６７９万１，０００円、一般被保険者高額療養

費１億２，３２５万５，０００円をそれぞれ計上いたしております。

次に、款３後期高齢者支援金等につきましては２億２６９万１，０００円で、

前年度と比較して７０５万６，０００円の増、率にして３．６％の増となってお

ります。主なものとして、後期高齢者支援金２億２６７万５，０００円を計上い

たしております。

次に、款６共同事業拠出金につきましては１億７，７８５万６，０００円で、

前年度と比較して１９４万６，０００円の減、率にして１．１％の減となってお

ります。主なものといたしまして、保険財政共同安定化事業拠出金１億３，９２

２万４，０００円を計上いたしております。

次に、款７保健事業につきましては、人間ドック委託料８００万円など２，５

２９万５，０００円を計上いたしております。

次に、款１０介護納付金につきましては８，７７７万５，０００円を計上いた

しております。

以上、議案第９号、平成２５年度永平寺町国民健康保険事業特別会計予算につ

いての説明とさせていただきます。

続きまして、議案第１０号、平成２５年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予

算について提案理由のご説明を申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１億８，７７０万

２，０００円とお願いするもので、前年度と比較して１２１万５，０００円の減、

率にして０．６％の減となっております。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額につきましては、２ページ

から３ページにかけての第１表、歳入歳出予算によるところでございます。

第２条の一時借入金につきましては、借入額の最高額は３，０００万円と定め

ております。

それでは、４ページの歳入歳出予算事項別明細書につきましてご説明をいたし

ます。

初めに、歳入についてご説明をいたします。

款１後期高齢者医療保険料につきましては１億３，８９４万円で、前年度と比
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較して２３７万１，０００円の減、率にして１．７％の減となっております。要

因といたしましては、現年度分特別徴収保険料の減が主な要因となっております。

次に、款３繰入金につきましては４，６７２万６，０００円で、主なものとし

て保険基盤安定繰入金４，５１９万４，０００円を繰り入れするものでございま

す。

続きまして、歳出についてご説明をいたします。

款２後期高齢者医療広域連合納付金につきましては１億８，４１３万５，００

０円で、前年度と比較して１５０万７，０００円の減、率にして０．８％の減と

なっております。

以上、議案第１０号、平成２５年度永平寺町後期高齢者医療特別会計予算につ

いての説明とさせていただきます。

続きまして、議案第１１号、平成２５年度永平寺町介護保険特別会計予算につ

きまして提案理由のご説明を申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ介護保険勘定１６

億９，６７４万６，０００円とお願いするもので、前年度と比較して２，３０３

万２，０００円の増、率にして１．４％の増となっております。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額につきましては、２ページ

から３ページにかけての第１表、歳入歳出予算によるところでございます。

第２条の一時借入金につきましては、借入額の最高額は１億円と定めておりま

す。

それでは、４ページの歳入歳出予算事項別明細書につきましてご説明をいたし

ます。

初めに、歳入についてご説明をいたします。

款１保険料につきましては３億４，７１７万７，０００円で、前年度と比較し

て１，１３７万８，０００円の増、率にして３．４％の増となっております。要

因といたしましては、現年度分特別徴収保険料の増が主な要因でございます。

次に、款３国庫支出金につきましては３億８，０４０万８，０００円で、前年

度と比較して７１２万円の増、率にして１．９％の増となっております。要因と

いたしましては、現年度分国庫負担金及び現年度分調整交付金の増が主な要因で

ございます。

次に、款４支払基金交付金につきましては４億７，３９５万６，０００円で、
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前年度と比較して７６５万６，０００円の増、率にして１．６％の増となってお

ります。増額の要因としては、現年度分介護給付費交付金の増が主な要因でござ

います。

次に、款５県支出金につきましては２億５，１２４万９，０００円で、前年度

と比較して６９０万６，０００円の減、率にして２．７％の減となっております。

要因といたしましては、財政安定化基金支出金の減が主なものでございます。

次に、款７繰入金につきましては２億４，３９４万９，０００円で、前年度と

比較して３７８万４，０００円の増、率にして１．６％の増となっております。

増額の要因といたしましては、現年度分一般会計繰入金の増が主な要因でござい

ます。

続きまして、歳出につきましてご説明をいたします。

款２保険給付費につきましては１６億１，４４５万９，０００円で、前年度と

比較して２，４０５万９，０００円の増、率にして１．５％の増となっておりま

す。要因といたしましては、介護施設サービス給付費の増が主な要因でございま

す。

次に、款６地域支援事業費につきましては３，７９５万９，０００円で、前年

度と比較して４９１万２，０００円の増、率にして１４．９％の増となっており

ます。要因といたしましては、永平寺町社会福祉協議会、地域包括支援センター

への委託料の増が主な要因でございます。

以上、議案第１１号、平成２５年度永平寺町介護保険特別会計予算の説明とさ

せていただきます。

続きまして、議案第１２号、平成２５年度永平寺町下水道事業特別会計予算に

つきまして提案理由のご説明を申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ６億９，４９１万

７，０００円とお願いするもので、前年度と比較して７６３万１，０００円の増、

率にして１．１％の増となっております。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額につきましては、２ページ

の第１表、歳入歳出予算によるところでございます。

第２条の一時借入金につきましては、借入額の最高額は５，０００万円と定め

ております。

それでは、３ページの歳入歳出予算事項別明細書につきましてご説明をいたし
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ます。

初めに、歳入につきましてご説明をいたします。

款２使用料及び手数料につきましては１億９，５５４万円で、前年度と比較し

て５８８万４，０００円の減となっております。要因といたしましては、志比処

理区及び中央処理区の下水道使用料の減が主な要因でございます。

次に、款４繰入金につきましては４億９，６９５万８，０００円で、前年度と

比較して１，４０７万９，０００円の増で、率にして２．９％の増となっており

ます。要因といたしましては、償還金の増による一般会計からの繰入金の増が主

な要因でございます。

続きまして、歳出につきましてご説明をいたします。

款２下水道事業債につきましては２億１，１５２万４，０００円で、前年度と

比較して１，１５５万１，０００円の増、率にして５．５％の増でございます。

主なものとして、下水道処理委託料７，９２０万２，０００円、下水道運転管理

業務委託料３，４５９万３，０００円、公共マス設置工事費及び町道舗装本復旧

工事などの工事請負費に１，５７３万円をそれぞれ計上いたしております。

次に、款３公債費につきましては４億６，３２４万６，０００円で、前年度と

比較いたしまして３２７万９，０００円の減、率にして０．７％の減となってお

ります。主なものといたしまして、下水道事業債の元金及び利子に償還金を計上

いたしております。

以上、議案第１２号、平成２５年度永平寺町下水道事業特別会計予算について

の説明とさせていただきます。

続きまして、議案第１３号、平成２５年度永平寺町農業集落排水事業特別会計

予算につきまして提案理由のご説明を申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。

第１条のとおり、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億１，６７０万

１，０００円とお願いするもので、前年度と比較して３５５万８，０００円の減、

率にして１．６％の減となっております。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額につきましては、２ページ

の第１表、歳入歳出予算によるところでございます。

第２条の一時借入金につきましては、借入額の最高額は３，０００万円と定め

ております。

それでは、３ページの歳入歳出予算事項別明細書につきましてご説明をいたし
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ます。

初めに、歳入につきましてご説明をいたします。

款３使用料及び手数料につきましては５，３６４万２，０００円で、前年度と

比較して２９３万６，０００円の増、率にして５．８％の増となっております。

要因といたしましては、料金の改正に伴う上志比地区農業集落排水使用料の増が

主な要因でございます。

次に、款３繰入金につきましては１億５，２６４万７，０００円で、前年度と

比較して６７５万４，０００円の減、率にして４．２％の減となっております。

要因といたしましては、予算計上の職員の見直しによる人件費の減及び維持管理、

修繕費等の減により一般会計からの繰入金が減となっております。

続きまして、歳出につきましてご説明をいたします。

款２農業集落排水事業につきましては７，４９６万６，０００円で、前年度と

比較して７６６万円の増、率にして１１．４％の増となっております。主なもの

といたしまして、松岡地区農業集落排水維持管理費に９９３万８，０００円、上

志比地区農業集落排水維持管理費に４，５３２万４，０００円をそれぞれ計上い

たしております。建設費につきましては、公共マス設置工事費に１０５万円、中

部縦貫自動車道建設に係る補償工事として、吉野地区汚水管路本設工事費に１，

７９６万円をそれぞれ計上いたしております。

次に、款３公債費につきましては１億２，８０６万４，０００円で、前年度と

比較して１，０００円の増となっております。主なものとして、農業集落排水事

業債の元金及び利子の償還金を計上いたしております。

以上、議案第１３号、平成２５年度永平寺町農業集落排水事業特別会計予算に

ついての説明とさせていただきます。

続きまして、議案第１４号、平成２５年度永平寺町上水道事業会計予算につき

まして提案理由のご説明を申し上げます。

予算書の１ページをお願いいたします。

第３条のとおり、収益的収入は３億１，４８８万３，０００円に、収益的支出

は３億９７４万２，０００円にそれぞれお願いするものでございます。

２ページをお願いいたします。

第４条において、資本的収入は８，９１８万円に、資本的支出は２億４，４３

５万９，０００円にそれぞれお願いするものでございます。

収益的支出と資本的支出を合わせました予算総額は５億５，４１０万１，００
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０円となり、前年度と比較して４，６３１万６，０００円の増、率にして９．１％

の増となっております。

第５条、企業債につきましては、２ページの掲載のとおりでございます。

第６条、一時借入金につきましては、一時借入金の限度額は５，０００万円と

定めております。

５ページをお願いいたします。

収益的収入の主なものにつきましてご説明をいたします。

款１水道事業収益、項１営業収益、目１給水収益２億８，０８０万円につきま

しては、給水戸数７，０８９戸分の水道使用料で、前年度と比較して４８８万１，

０００円の収入の減となっております。

次に、収益的支出の主なものについてご説明をいたします。

款１水道事業費用、項１営業収益、原水及び浄水費に４，２０５万円、配水及

び給水費に２，２８２万７，０００円をそれぞれ計上いたしております。

次に、同じく項２営業外収益、支払利息に４，５２１万５，０００円で企業債

利子の償還金を計上いたしております。

６ページをお願いいたします。

資本的収入の主なものにつきましてご説明をいたします。

款１資本的収入、項１他会計負担金４，３８２万８，０００円につきましては、

旧簡易水道事業債、元金償還分負担金の永平寺地区、上志比地区分を計上いたし

ております。

次に、項１企業債３，６００万円につきましては、松岡上吉野地区配水池建設

工事に伴う水道事業債を計上いたしております。

次に、資本的支出の主なものにつきましてご説明をいたします。

款１資本的支出、項１建設改良費、配水設備改良費５，１２１万１，０００円

につきましては、松岡上吉野地区の配水池建設工事費及び中部縦貫自動車道、県

道整備に伴う配水管移設工事費などを計上させていただきました。

次に、同じく項２企業債償還金１億４，２１８万３，０００円につきましては、

企業債元金償還金を計上させていただきました。

以上、議案第８号、平成２５年度永平寺町一般会計予算についてから議案第１

４号、平成２５年度永平寺町上水道事業会計予算についてまで提案理由の説明と

させていただきます。

よろしくご審議をいただき、ご決議いただきますようお願いいたします。
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以上でございます。

○議長（伊藤博夫君） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

金元君。

○３番（金元直栄君） 当初予算の中で、国は本年度、地方交付税を減らすというこ

とを言われています。それをどこで補うかということでは、税収がふえるからと

いうことを国は言っているように思うんですね。職員給与の云々というのはちょ

っと別に置いてそういうことを口実にしているようですが、予算を見ましても税

収は、確かに個人町民税、法人税は減ってますけれども、固定資産税でもかなり

ふえていると。その税収がふえる要因というのはどこにあるのかというのと。

あと、地方交付税を減らすということでの影響というのは出てくるのかだけ、

ちょっと答弁お願いします。

○議長（伊藤博夫君） 企画財政課長。

○企画財政課長（小林良一君） まず、地方税でございますが、２．５％の増の１９

億４，３８３万円を見込んでおりまして、そのうちで個人町民税でございますけ

れども、扶養控除の廃止、また扶養控除の改正によりまして増減を見込んでおり

ます。また、固定資産税につきましては、家屋の固定資産税の増によりましてそ

れを見込んでおります。あと、たばこ税などの実績見込みを見込んでおります。

それと、地方交付税の減につきましては、これは地方財政計画の制度改正の見

直しということで、今年度は２，０００万円ほどの減を見込んでおります。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） ３番、金元君。

○３番（金元直栄君） 当初予算の提案の段階での質問ですからあんまりよくわから

ないところもありますので、これから勉強して、予算特別委員会にもし付託され

れば、そこで十分論議していきたいと思っています。

○議長（伊藤博夫君） ほかにございませんか。

原田君。

○６番（原田武紀君） これ予算が編成をして 去年いただいておって、こ

としは、私の全協でいただいたのかなと思ってずっとまくり見てるんですけどな

いんで、もらってたらごめんなさいですけれども、もらってなかったらひとつ予

算の編成方針、後でお願いしたいと思います。

○議長（伊藤博夫君） 企画財政課長。
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○企画財政課長（小林良一君） 予算編成方針につきましては１２月の議会でお示し

していると思います。ご確認をいただきたいと思います。

○６番（原田武紀君） はい、わかりました。

○議長（伊藤博夫君） ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） ないようですから、質疑を終わります。

お諮りいたします。

日程第８、議案第８号、平成２５年度永平寺町一般会計予算についてから日程

第１４、議案第１４号、平成２５年度永平寺町上水道事業会計予算についてまで

の７件を、会議規則第３９条第１項により、予算決算常任委員会に付託したいと

思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本件を予算決算常任委員会に付託することに決定いたしました。委員

会におかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中に審査の結果を

議長に提出くださいますようお願いいたします。

ここでお諮りしますけれども、延長してもいいですか。

○ 番（ 君） 延長って 。

○議長（伊藤博夫君） うん。延長って、このまま日程１７から日程２３までやりま

すか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） なら続けるということで。

～日程第１５ 議案第１５号 永平寺町新型インフルエンザ等対策本部条例の制

定について～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第１５、議案第１５号、永平寺町新型インフルエ

ンザ等対策本部条例の制定についての件を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（布目洋一君） 議案第１５号について説明をいたします。

議案書６１ページからとなっております。

新型インフルエンザ及び全国的に蔓延する可能性のある新感染症に対する強化

を図り、国民生活に及ぼす影響を最小にするため、国は新型インフルエンザ等対
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策特別措置法を制定いたしました。本条例は、この法律の規定に基づき制定する

ものであります。

第１条では条例の設置目的を、第２条では対策本部の組織について、第３条で

は対策本部の会議の招集について、第４条においては対策本部に部を置くこと、

第５条では対策本部の詳細について別に定めるといったことを規定しているとこ

ろでございます。

なお、この条例の施行につきましては、法律の施行に合わせて施行することと

なっております。

以上、よろしくお願いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） ないようですから、質疑を終わります。

お諮りいたします。

日程第１５、議案第１５号、永平寺町新型インフルエンザ等対策本部条例の制

定についての件を、会議規則第３９条第１項により、総務常任委員会に付託した

いと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本件を総務常任委員会に付託することに決定いたしました。委員会に

おかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中に審査の結果を議長

に提出くださいますようお願いいたします。

～日程第１６ 議案第１６号 永平寺町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準等を定める条例の制定について～

～日程第１７ 議案第１７号 永平寺町指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の

ための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定について～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第１６、議案第１６号、永平寺町指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の制定につい

てと日程第１７、議案第１７号、永平寺町指定地域密着型介護予防サービスの事

業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定についての２件
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を一括議題といたします。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、日程第１６、議案第１６号、永平寺町指定地域密着型サービスの事業

の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の制定についてと日程第１７、

議案第１７号、永平寺町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な

支援の方法に関する基準等を定める条例の制定についての２件を一括議題といた

します。

提案理由の説明を求めます。

福祉保健課長。

○福祉保健課長（長谷川斉男君） ただいま上程いただきました議案第１６号、永平

寺町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定め

る条例の制定につきまして提案理由の説明をいたします。

条文は、議案書の６３ページから１４３ページに記載してございます。

この条例の制定は、平成２３年に、地域の自主性及び自立性を高めるため、改

革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律及び介護サービスの基盤強化

のための介護保険法等の一部を改正する法律が公布され、介護保険法、老人福祉

法及び社会福祉法が改正されました。これに伴い、これまで国の法律や厚生労働

省で全国一律に定められていた地域指定密着型介護サービス事業所の事業者の基

本方針等のほか、人員基準、設備基準、運営基準について、町で定めることとさ

れました。これを受けまして、町として新たにこれらの基準について条例を制定

することによるものでございます。

制定内容は、総則のほか、定期巡回・臨時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪

問介護、認知症対応型通所介護、小規模多機能型居宅介護、認知症対応型共同生

活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護、地域密着型介護老人福祉施設入所

者生活介護、複合型サービスそれぞれにおける事業の人員、設備及び運営に関す

る基準等を定めるものでございます。

この条例の施行日は、平成２５年４月１日から施行いたします。

続きまして、議案第１７号、永平寺町指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防の

ための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定につきまして提案
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理由の説明をいたします。

条文は、議案書の１４４ページから１７８ページに記載してございます。

この条例の制定は、平成２３年に、地域の自主性及び自立性を高めるための改

革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律及び介護サービスの基盤強化

のための介護保険法等の一部を改正する法律が公布され、介護保険法、老人福祉

法及び社会福祉法が改正されました。これに伴い、これまで国の法律や厚生労働

省で全国一律に定められていた地域指定密着型介護サービス事業者の基本方針等

のほか、人員基準、設備基準、運営基準、介護予防の効果的支援方法について、

町で定めることとされました。これを受けまして、町として新たにこれらの基準

について条例を制定することによるものです。

制定内容は、総則のほか、介護予防認知症対応型通所介護、介護予防小規模多

機能型居宅介護、介護予防認知症対応型共同生活介護それぞれにおける事業の人

員、設備及び運営並びに介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を

定めるものです。

この条例の施行日は、平成２５年４月１日から施行いたします。

以上、簡単ですけれども、上程案の説明を終わります。

ご審議いただき、ご決議いただきますようよろしくお願いいたします。

○議長（伊藤博夫君） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） ないようですから、質疑を終わります。

お諮りいたします。

日程第１６、議案第１６号、永平寺町指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準等を定める条例の制定についてと日程第１７、議案第

１７号、永平寺町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例の制定についての２件を、会議規則第３９条第

１項により、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議あり

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本件を教育民生常任委員会に付託することに決定いたしました。委員
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会におかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中に審査の結果を

議長に提出くださいますようお願いいたします。

～日程第１８ 議案第１８号 永平寺町道路の構造の技術的基準等に関する条例

の制定について～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第１８、議案第１８号、永平寺町道路の構造の技

術的基準等に関する条例の制定についての件を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

建設課長。

○建設課長（山下 誠君） ただいま上程いただきました議案第１８号、永平寺町道

路の構造の技術的基準等に関する条例の制定につきまして提案理由のご説明を申

し上げます。

議案書の１７９ページから１９４ページに記載されております。

今回の条例の制定する目的でございますが、地域の自主性及び自立性を高める

ための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による道路法及び高

齢者、障がい者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の改正に伴い、今後整備

される町道に対しまして、道路構造令、道路標識、区画線及び道路標示に関する

命令、移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令で定め

る基準をそれぞれ参酌して地方公共団体の条例で定めることになったため、永平

寺町道路の構造の技術的基準等に関する条例の新規制定をお願いするものでござ

います。

１条では条例の趣旨をご説明させております。２条では用語の定義、第３条か

ら第４４条では道路構造令の内容を定めております。第４５条では道路標識の寸

法を規則に委任し、第４６条では移動等円滑化のために必要な道路の構造に関す

る基準を規則に委任しております。第４７条ではその他道路の構造の技術的基準

を規則に委任しております。

なお、本条例施行期日につきましては、平成２５年４月１日からとさせていた

だきます。ただし、工事中の道路については適用いたしません。

以上、よろしくご審議いただきまして、ご決議賜りますよう、お願い申し上げ

ます。

○議長（伊藤博夫君） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（伊藤博夫君） ないようですから、質疑を終わります。

お諮りいたします。

日程第１８、議案第１８号、永平寺町道路の構造の技術的基準等に関する条例

の制定についての件を、会議規則第３９条第１項により、産業建設常任委員会に

付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本件を産業建設常任委員会に付託することに決定いたしました。委員

会におかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中に審査の結果を

議長に提出くださいますようお願いいたします。

～日程第１９ 議案第１９号 永平寺町都市公園の設置基準等を定める条例の制

定について～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第１９、議案第１９号、永平寺町都市公園の設置

基準等を定める条例の制定についての件を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

建設課長。

○建設課長（山下 誠君） ただいま上程いただきました議案第１９号、永平寺町都

市公園の設置基準等を定める条例の制定につきまして提案理由のご説明を申し上

げます。

議案書の１９５ページから２０３ページに記載されております。

今回の条例の制定する目的でございますが、地域の自主性及び自立性を高める

ための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律による都市公園法及

び高齢者、障がい者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の改正に伴い、都市

公園の設置基準を都市公園法施行令、同じく公園施設の設置基準を都市公園法施

行令、移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置基準を移動等円滑化のた

めに必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める省令で定める基準をそれぞ

れの基準を参酌して地方公共団体の条例で定めることになったため、永平寺町都

市公園の設置基準等を定める条例の新規制定をお願いするものであります。

第１条では条例の趣旨をご説明させていただいております。第２条では公園施

設の種類を定義しております。第３条から第５条では都市公園の設置基準を定め、

第６条から第８条では公園施設の設置基準を定めております。また、第９条から

第２１条までは移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置基準を定めてお
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ります。

本条例施行期日につきましては、平成２５年４月１日からとさせていただきた

いと思います。

以上、よろしくご審議いただきまして、ご決議賜りますよう、お願い申し上げ

ます。

○議長（伊藤博夫君） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

ないようですから、質疑を終わります。

お諮りいたします。

日程第１９、議案第１９号、永平寺町都市公園の設置基準等を定める条例の制

定についての件を、会議規則第３９条第１項により、産業建設常任委員会に付託

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本件を産業建設常任委員会に付託することに決定いたしました。委員

会におかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中に審査の結果を

議長に提出くださいますようお願いいたします。

～日程第２０ 議案第２０号 指定管理者の指定について～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第２０、議案第２０号、指定管理者の指定につい

ての件を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

健康福祉施設整備室長。

○健康福祉施設整備室長（山田幸稔君） ただいま上程いただきました議案第２０号、

永平寺町健康福祉施設の指定管理者の指定についてご説明を申し上げます。

議案書の２０４ページをお開きください。

永平寺町健康福祉施設の指定管理者の指定について、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定によりまして、指定管理者の指定について議会の議決を求めるも

のでございます。

指定管理者の説明といたしまして、１番、指定管理者に管理を行わせる施設、

永平寺町健康福祉施設。２番、指定管理者に指定する団体、（１）所在地、福井

県福井市三尾野町第２９号２番地の１２、（２）名称、株式会社コーワ、（３）

代表者、代表取締役、嶋崎祐一。３、指定する期間、開設の日から平成３５年３
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月３１日まで。

以上、よろしくご審議いただきまして、ご決議賜りますよう、お願い申し上げ

ます。

以上です。

○議長（伊藤博夫君） これにより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） ないようですから、質疑を終わります。

お諮りいたします。

日程第２０、議案第２０号、指定管理者の指定についての件を、会議規則第３

９条第１項により、教育民生常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異

議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本件を教育民生常任委員会に付託することに決定いたしました。委員

会におかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中に審査の結果を

議長に提出くださいますようお願いいたします。

～日程第２１ 議案第２１号 福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更に

ついて～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第２１、議案第２１号、福井坂井地区広域市町村

圏事務組合規約の変更についての件を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（布目洋一君） 議案第２１号について説明をいたします。

議案書２０５ページでございます。

福井坂井地区広域市町村圏事務組合の議会議員の定数を改めることについて同

組合から協議を求められておりますので、議決をお願いするものであります。

内容につきましては、組合議員の定数総数を「２３人」から「２０人」に、内

訳として、福井市の議員を「８人」から「５人」に改めるものであります。

以上、よろしくお願いをいたします。

○議長（伊藤博夫君） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） ないようですから、質疑を終わります。

お諮りいたします。

日程第２１、議案第２１号、福井坂井地区広域市町村圏事務組合規約の変更に

ついての件を、会議規則第３９条第１項により、総務常任委員会に付託したいと

思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本件を総務常任委員会に付託することに決定いたしました。委員会に

おかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中に審査の結果を議長

に提出くださいますようお願いいたします。

～日程第２２ 請願第１号 「日本軍『慰安婦』問題の１日も早い法的解決、謝

罪と補償を求める意見書」提出に関する請願書について～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第２２、請願第１号、「日本軍『慰安婦』問題の

１日も早い法的解決、謝罪と補償を求める意見書」提出に関する請願書について

の件を議題といたします。

本請願はお手元に配付してありますので、請願文書表のとおり総務常任委員会

に付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、請願文書表のとおり、総務常任委員会に付託することに決定いたしま

した。委員会におかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中に審

査の結果を議長に提出くださいますようお願いいたします。

～日程第２３ 陳情第１号 ＴＰＰ交渉参加への断固阻止に関する要請～

○議長（伊藤博夫君） 次に、日程第２３、陳情第１号、ＴＰＰ交渉参加への断固阻

止に関する要請についての件を議題といたします。

本陳情は、お手元に配付してあります陳情文書表のとおり、産業建設常任委員

会に付託したいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、陳情文書表のとおり、産業建設常任委員会に付託することに決定いた

しました。委員会におかれましては、休会中に審査をしていただき、今定例会中
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に審査の結果を議長に提出くださいますようお願い申し上げます。

暫時休憩いたします。

（午後 ０時 分 休憩）

──────────────

（午後 ０時 分 再開）

○議長（伊藤博夫君） 休憩前に引き続き再開いたします。

お諮りいたします。

これをもちまして本日の日程は議了いたしました。

本日はこれをもちまして散会したいと思います。これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、本日はこれをもって散会することに決定いたしました。

本日はこれをもって散会いたします。

なお、明日２７日から３月３日までを休会といたしたいと思います。ご異議あ

りませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（伊藤博夫君） 異議なしと認めます。

よって、明日２７日から３月３日までを休会といたします。

４日は定刻より本会議を開会いたしたいと思いますので、ご参集のほどよろし

くお願いしたいと思います。

本日はどうもご苦労さまでございました。

（午後 ０時３６分 散会）


